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研究要旨 
造血幹細胞移植のうち、骨髄移植については総有核細胞数が移植の安全性または品質の指標とされて

いる。しかしながら骨髄液の採取は採取医療施設の手術室であり、細胞数測定の手技は統一されていな
い。我が国の移植施設における骨髄有核細胞数測定法の把握、細胞数の施設間差について、実態調査を
実施する。細胞数測定法の標準化を提案する。末梢血幹細胞移植においては CD34 陽性細胞数が品質の指
標とされている。新規造血幹細胞算定法の開発は末梢血造血幹細胞採取の際に簡便な指標となるような
方法の開発を目的とする。 

 
Ａ. 研究目的 
造血幹細胞移植のうち、骨髄移植については総有

核細胞数が移植の安全性または品質の指標とされて
いる。しかしながら骨髄液の採取は採取医療施設の
手術室であり、細胞数測定の手技は統一されていな
い。採取施設で測定された細胞数と移植施設にて計
数した細胞数との乖離がある事例も経験されていた。
我が国の移植施設における骨髄有核細胞数測定法の
把握、細胞数の施設間差について、実態調査を実施
する。 
 末梢血幹細胞移植においてはCD34陽性細胞数が品
質の指標とされている。新規造血幹細胞算定法の開
発は末梢血造血幹細胞採取の際に簡便な指標となる
ような方法の開発を目的とする。 
 
Ｂ. 研究方法 
 日本輸血・細胞治療学会の細胞治療委員会を通し
て、骨髄液採取時、また移植時の骨髄有核細胞数測
定の考え方と手技の調査を行う。調査結果を解析し、
施設間差の実態を明らかにしたうえで、細胞数測定
法の標準化を提案する。 
（倫理面への配慮） 
 非介入の後方視的多施設共同調査研究である。多
施設を対象とした調査では、骨髄液採取または輸注
時の検査について方法と結果のみを提出いただく。 
個人情報の保護に関しては、各施設外に送られるデ
ータは匿名化され、移植例とは結びつかない。 
 
 新規造血幹細胞算定法の開発は国立がんセンタ
ーとシスメックス社が共同で行っており、CD34 陽性
細胞数との相関を解析する。 

Ｃ. 研究結果 
骨髄有核細胞数測定法について、多施設の実態調査
を行っている。 
 新規造血幹細胞算定法によるHPC数はほとんどの
測定において CD34 陽性細胞数と相関した。 
 
Ｄ. 考察 
骨髄有核細胞数測定標準化については、現状を移

植施設にフィードバックすることで、より安全な採
取・移植に資することが期待される。 
 新規造血幹細胞算定法は末梢血造血幹細胞採取
の際に簡便な指標となる。外れ値の解析が必要であ
る。 
 
Ｅ. 結論 
骨髄有核細胞数測定標準化については、次年度に

解析を行う。 
新規造血幹細胞算定法は末梢血造血幹細胞採取

の際に簡便な指標となることが期待される。 
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